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四
月
末
の
岸
田
首
相
の
東
南
ア
ジ
ア
・
欧
州
歴
訪
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
。
Ｇ
20
議
長
国
と
し
て
、
一
一
月
に
自
国
で
の

サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
予
定
し
て
い
る
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
（
通
称
ジ
ョ

コ
ウ
ィ
）
大
統
領
と
、
対
面
会
談
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
共
同
声
明
が
出
る
か
、
国
際
社
会
の
関

心
も
集
ま
っ
た
。
会
談
後
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
は
記
者
団
に
対
し
、「
戦

争
は
直
ち
に
止
め
る
べ
き
で
す
。
私
た
ち
は
交
渉
と
平
和
的
解
決
が

進
む
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
外
交
ス
タ
ン
ス
に
対
し
て
、
Ｇ
７
の
国
々
に
は
、
も
っ
と
足

並
み
を
揃
え
て
ほ
し
い
と
の
声
が
強
い
。
三
月
二
日
の
国
連
総
会
緊

急
特
別
会
合
で
の
ロ
シ
ア
非
難
決
議
に
は
賛
成
し
た
も
の
の
、
四
月

七
日
の
国
連
人
権
理
事
会
理
事
国
か
ら
の
ロ
シ
ア
排
除
決
議
で
は
棄

権
し
た
。
対
ロ
シ
ア
制
裁
に
同
調
せ
ず
、
ロ
シ
ア
非
難
も
明
確
に
示

さ
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
、
欧
米
は
歯
痒
く
思
っ
て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
や
外
交
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
プ
ー
チ
ン
が
参
加
す
る
な

ら
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
と
Ｇ
７
首
脳
が
迫
る
一
方
、

ロ
シ
ア
を
排
除
す
る
権
利
は
な
い
と
反
発
す
る
中
国
や
イ
ン
ド
、
そ

の
板
挟
み
の
ジ
レ
ン
マ
で
苦
悩
す
る
議
長
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
―
―
そ

う
い
う
構
図
で
捉
え
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
極
め
て
表
面

的
な
理
解
で
あ
る
。
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
な
ぜ
対
ロ

包
囲
網
に
加
わ
ら
な
い
の
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
ど
う
見
て
い
る

の
か
。
そ
れ
を
読
み
解
く
カ
ギ
は
、国
内
の
政
治
力
学
に
あ
る
。
ジ
ョ

コ
ウ
ィ
は
自
ら
の
政
治
資
本
を
最
大
限
に
増
強
す
る
た
め
、
ロ
シ
ア

に
も
米
国
に
も
肩
入
れ
し
な
い
外
交
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

立
命
館
大
学
教
授

本
名 

純

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
政
権
は
、
Ｇ
20
議
長
国
と
し
て
の
立
場
を
、

国
内
の
政
治
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
好
機
と
捉
え
る
。

Ｇ
７
主
導
の
「
ロ
シ
ア
包
囲
網
」
に
国
内
世
論
の
拒
否
感
が
強
い
な
か
、

米
ロ
と
も
に
参
加
す
る
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
道
筋
を
立
て
ら
れ
る
か
。

そ
の
成
否
は
、
今
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
治
の
あ
り
方
を
も
左
右
す
る
。

ほ
ん
な　

じ
ゅ
ん　
一
九
九
九
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
大
学
で
博
士
号
取
得
。
専
門
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
現
代
政
治
、東
南
ア
ジ
ア
国
際
関
係
。著
書
に『
民

主
化
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
み
る
ア
ジ

ア
政
治
の
深
層
』
な
ど
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア「
両
に
ら
み
」の
し
た
た
か
さ

―
―
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
へ
の
対
応
と
国
内
政
治
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そ
れ
は
「
大
国
間
の
板
挟
み
」
と
い
う
受
動
的
な
ジ
レ
ン
マ
と
い
う

よ
り
、
主
体
的
な
政
治
戦
略
を
反
映
し
て
い
る
。

政
権
支
持
ブ
ー
ス
タ
ー
と
し
て
の
G
20

　

日
本
の
よ
う
に
、
敵
対
的
な
核
保
有
国
に
囲
ま
れ
、
日
米
同
盟
を

外
交
基
軸
に
し
て
き
た
国
と
違
い
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
周
辺
に
軍
事

的
な
脅
威
は
少
な
く
、ど
の
大
国
と
も
同
盟
関
係
を
築
い
て
い
な
い
。

む
し
ろ
、
大
国
に
対
し
て
根
深
い
警
戒
心
が
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
の

教
訓
で
あ
り
、
古
く
は
一
九
五
〇
年
代
末
、
米
国
が
分
離
独
立
運
動

を
支
援
し
た
こ
と
や
、
中
国
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
を
介
し
て
当

時
の
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
の
政
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
記

憶
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
近
年
で
も
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
独
立
を
決

め
た
九
九
年
の
住
民
投
票
の
際
に
、
米
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
陸
軍
の

暴
力
行
使
を
非
難
し
て
軍
事
貿
易
停
止
の
制
裁
に
出
た
。
こ
う
い
う

過
去
の
経
験
か
ら
、「
大
国
は
裏
切
る
」
と
い
う
不
信
感
が
根
強
い
。

そ
れ
は
反
米
・
反
中
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
距
離
を
置
い
て
戦
略

的
自
律
性
を
保
つ
と
い
う
外
交
感
覚
に
他
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
政
権
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
大
国
と
の
距

離
感
も
変
化
す
る
。
政
情
の
安
定
化
や
地
方
紛
争
の
抑
え
込
み
が
課

題
と
な
れ
ば
、
米
国
の
支
持
を
得
よ
う
と
す
る
。
逆
に
イ
ン
フ
ラ
開

発
や
資
源
・
ビ
ジ
ネ
ス
利
権
が
政
権
運
営
の
直
近
の
関
心
に
な
る
場

面
で
は
、
中
国
や
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
国
と
の
距
離
感
が
縮
ま
る
。
こ

れ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
戦
略
文
化
で
あ
り
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
に
仕
え
る

外
交
エ
リ
ー
ト
の
主
流
も
、
国
際
関
係
を
リ
ア
リ
ズ
ム
で
捉
え
、
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
交
渉
を
重
視
す
る
集
団
と
し
て
、
そ
の
実
践
と

定
着
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

そ
の
戦
略
文
化
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
へ
の
対
応
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
。
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
は
、四
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
財
務
相
・

中
央
銀
行
総
裁
会
議
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
財
務
相
を
出
席
さ
せ
た
。
ま

た
、
四
月
二
七
日
に
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
電
話
会
談
し
、
一
一

月
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
招
待
し
た
。
そ
の
翌
日
に
は
プ
ー
チ
ン
と
電

話
会
談
し
、
ロ
シ
ア
の
参
加
も
促
し
た
。
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
、

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
の
参
加
は
歓
迎
す
る
が
、
プ
ー
チ
ン
の
出
席
は
認
め

な
い
と
い
う
立
場
を
崩
し
て
い
な
い
。
し
か
し
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
に
と
っ

て
、
こ
の
状
況
の
形
成
こ
そ
が
、
受
け
身
外
交
で
は
な
く
、「
対
話

な
く
し
て
戦
争
終
結
な
し
」
と
い
う
主
張
を
掲
げ
る
、
積
極
的
で
主

体
的
な
外
交
の
演
出
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
サ
ミ
ッ
ト
ま
で
半
年
間
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
は
Ｇ
20
諸
国
に

対
し
て
、
辛
抱
強
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
サ
ミ
ッ
ト
参
加
の
意

義
を
説
明
し
続
け
る
こ
と
で
、
外
交
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
で
あ
ろ
う
。
Ｇ
20
が
分
裂
し
て
サ
ミ
ッ
ト
不
参
加
を
宣

言
す
る
国
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
彼
に
と
っ
て
重
要
で
あ
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る
。
逆
に
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
早
々
に
決
ま
る
と
、
す
で
に
動
き
出
し

て
い
る
今
年
の
各
種
Ｇ
20
イ
ベ
ン
ト
に
も
影
響
が
出
て
く
る
。
関
連

イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
一
六
〇
近
い
国
際
会
議
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
で

予
定
さ
れ
て
お
り
、
二
万
人
以
上
の
外
国
ゲ
ス
ト
が
来
訪
す
る
。
そ

の
経
済
効
果
は
大
き
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
冷
え
込
ん
で
い
る
観
光
産
業

を
刺
激
し
、
七
〇
万
人
の
新
規
雇
用
を
生
み
、
五
億
ド
ル
程
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
周
辺
の
財
界
エ
リ
ー
ト

た
ち
は
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
く
な
い
。

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
に
と
っ
て
も
、
こ
の
大
規
模
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
を
成

功
さ
せ
、
コ
ロ
ナ
不
況
か
ら
の
経
済
回
復
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
自
ら
の
功
績
と
し
て
国
民
に
認
知
さ
れ
る
。
こ
こ

数
年
の
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
の
国
内
政
策
は
、
国
民
の
政
治
不
信
を
招
く

も
の
が
多
く
、
汚
職
や
雇
用
問
題
や
首
都
移
転
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、

二
〇
一
九
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
、
大
規
模
な
抗
議
デ
モ
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
き
た
。
そ
の
状
況
下
で
、
政
権
支
持
世
論
の
ブ
ー
ス
タ
ー
と
し

て
、
外
交
政
策
を
新
た
に
積
極
活
用
し
て
い
く
動
機
は
強
い
。

「
世
論
に
支
え
ら
れ
た
大
統
領
」
の
試
練

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
は
世
論
に
敏
感
で
あ
る
。
政
党
や
社
会
組
織
の
基
盤

を
持
た
な
い
彼
は
、
世
論
の
力
で
大
統
領
に
な
り
、
世
論
の
支
持
で

政
治
的
求
心
力
を
維
持
し
て
き
た
。
大
統
領
就
任
前
に
筆
者
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
き
も
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
は
得
意
気
に
各
種
世
論
調
査

の
話
を
し
た
。
そ
の
世
論
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
ど
う
見
て
い
る

か
。
精
度
の
高
さ
で
信
頼
さ
れ
る
老
舗
の
世
論
調
査
機
関
Ｓ
Ｍ
Ｒ
Ｃ

が
、
興
味
深
い
調
査
結
果
を
四
月
半
ば
に
発
表
し
た
。
回
答
者
の
約

七
割
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
ロ
シ
ア
に
責

任
が
あ
る
と
答
え
た
の
は
一
七
％
で
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
）
と
答
え
た
の
は
二
三
％
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ロ
シ
ア
の
ど
ち
ら
を
守
る
べ
き
か
と
い
う
問
い

に
は
、
一
二
％
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
一
三
％
が
ロ
シ
ア
、
四
三
％
が
ど

ち
ら
に
も
加
担
せ
ず
中
立
で
い
る
べ
き
だ
と
答
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
サ
イ
バ
ー
空
間
で
は
、
過
激
な
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
批
判
が
多
く
、
世
論
調

査
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
ネ
ッ
ト
空
間
で
よ
く
語
ら
れ
る
の
が
、
欧
米
の
ダ
ブ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
に
武
器
援
助
も
せ
ず
イ
ス
ラ
エ
ル

へ
の
経
済
制
裁
も
し
な
い
欧
米
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
に
つ
い

て
は
積
極
的
で
同
調
を
迫
る
の
は
、
世
界
最
大
の
ム
ス
リ
ム
人
口
を

擁
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
受
け
入
れ
が
た
い
と
い
う
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
が
幅
を
利
か
す
。
ま
た
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
主
導
の
国
際
治
安
支
援
部
隊（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）に
加
わ
っ

た
イ
ス
ラ
ム
の
敵
だ
」
と
す
る
話
や
、「
大
量
破
壊
兵
器
を
口
実
に

イ
ラ
ク
攻
撃
で
一
方
的
に
現
状
変
更
し
た
米
国
に
正
義
は
な
い
」
と
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い
う
認
識
も
広
ま
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
本
質
は
そ
こ
で
は
な
く
、

い
か
な
る
侵
略
戦
争
も
悪
で
あ
り
、
今
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
の
命
を

守
る
国
際
的
な
連
帯
に
同
調
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
メ
デ
ィ
ア
や
知

識
人
も
存
在
す
る
。
し
か
し
世
論
と
し
て
は
少
数
派
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
そ
の
原
因
は
地
元
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
体
制
に

も
あ
る
。
多
く
が
自
社
の
特
派
員
を
持
た
ず
欧
米
発
信
の
ニ
ュ
ー
ス

に
頼
る
た
め
、
偏
向
し
た
情
報
だ
と
疑
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま

た
、
ロ
シ
ア
・
東
欧
の
地
域
研
究
も
発
展
途
上
で
、
研
究
者
の
数
も

極
め
て
少
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
で
解
説
す
る
の
は
国
際
政
治
学
者
ば
か

り
で
、
話
は
大
国
間
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
と
外
交
に
集
中
す
る
傾
向

が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
が
Ｇ
７
に
同
調
的
な
態
度

を
取
り
、
ロ
シ
ア
包
囲
網
に
加
わ
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
間
違
い
な

く
、「
欧
米
の
手
先
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
急
速
に
ジ
ョ
コ
ウ
ィ

不
信
が
世
論
に
広
が
る
。
政
権
支
持
の
ブ
ー
ス
タ
ー
効
果
も
不
発
に

終
わ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
彼
の
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
化
を
促
す
。
大

統
領
の
任
期
は
二
〇
二
四
年
ま
で
な
の
で
、
い
ま
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
が
泥

舟
に
な
れ
ば
、
与
党
連
合
も
求
心
力
を
失
い
、
次
期
大
統
領
選
挙
に

向
け
て
、「
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
的
」
で
な
い
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
で
忙
し
く

な
ろ
う
。そ
れ
は
外
圧
に
負
け
な
い
強
い
指
導
者
へ
の
期
待
で
あ
り
、

ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
待
望
論
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

　

そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
一
番
近
い
の
が
、
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
国
防
相
で
あ

る
。
彼
は
元
軍
人
で
、
過
去
二
回
の
大
統
領
選
挙
で
敗
北
を
期
し
た

も
の
の
、
各
種
世
論
調
査
で
は
次
の
大
統
領
候
補
と
し
て
ト
ッ
プ
を

競
っ
て
い
る
。「
庶
民
派
」を
売
り
に
し
て
き
た
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
と
違
い
、

プ
ラ
ボ
ウ
ォ
は
マ
ッ
チ
ョ
で
タ
フ
な「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
」

を
演
じ
て
き
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
の
外
交
の
行
方
次
第

で
、ジ
ョ
コ
ウ
ィ
は
国
内
政
治
の
グ
リ
ッ
プ
を
維
持
で
き
る
か
、レ
ー

ム
ダ
ッ
ク
に
な
る
か
の
岐
路
に
立
つ
が
、
後
者
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
プ

ラ
ボ
ウ
ォ
大
統
領
の
実
現
可
能
性
を
高
め
る
も
の
に
な
ろ
う
。
そ
れ

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
主
主
義
に
と
っ
て
あ
ま
り
よ
い
展
望
で
は
な

い
。
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
は
、
ス
ハ
ル
ト
元
大
統
領
の
娘
婿
で
あ
り
、
独
裁

時
代
の
レ
ガ
シ
ー
で
あ
る
。
隣
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
マ
ル
コ
ス
独

裁
の
崩
壊
か
ら
三
六
年
の
時
を
経
て
息
子
の
ボ
ン
ボ
ン
が
大
統
領
選

挙
を
制
し
た
。
二
年
後
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
ス
ハ
ル
ト
の
義
理

の
息
子
が
大
統
領
の
座
を
手
に
す
る
な
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
の
民
主
主

義
は
後
退
の
ド
ミ
ノ
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
の
Ｇ
20
外
交
は
、
こ
の
よ
う
な
国
内
政
治
力
学
に
立

脚
し
て
お
り
、
そ
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
成
否
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

の
展
望
だ
け
で
な
く
、
彼
の
政
権
基
盤
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
主
主

義
の
行
方
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
。
日
本
は
、
そ
れ
を
理
解
し
た
上

で
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
●




